
　授業が終わっても，子どもたちが“考え続けよう！”，
“実際に試してみよう！”と，意識を継続させるためには，
そう思わせる授業をすることが重要です。
　授業中に｢おや？｣と疑問に思ったり，“もっと考えた
い”と感じたりすると，子どもたちは授業が終わっても
考え続け，話し合いを継続させます。

授業が終わっても，考え続ける

授業を“きっかけ”に！
筑波大学附属小学校教諭 加藤 宣行

　道徳の授業は，ある意味“きっかけ”です。道徳では，道徳的実践力を育てることが目標とされますが，授業だけでは実践力
は育ちません。授業をきっかけにして日常生活で継続して考えたり，試したりしながら実感を伴う学びとなるのです。そうやっ
て道徳の授業を起点にして，日常が変わると思うとワクワクしませんか？
　子どもたちは，道徳の授業で考えたことをもとにして，自分が取り組んでいるいろいろなことを見つめ直し，自分の力で日
常生活をよりよく変えていきます。例として，自分から縄跳び(二重跳び)の練習を始めた子を紹介します。

授業後の意識の継続

　下の写真やノートは，授業後の子どもたちの姿です。
スイッチが入った子どもたちは，授業が終わっても，考
え続け，求め続けます。
　なかには，｢家に帰ってから調べてきました。｣とか，
｢家族で話し合いました。｣という子もいます。授業後の
学習活動をもとにさまざまに展開されている様子が道徳
ノートに書かれています。

　授業後，友だちのノートを参考
にしながら自分の道徳ノートをま
とめるG君(4年生)

　授業後の休み時間，黒板を使って
授業の続きの話し合いをする子ども
たち(５年生)

　｢努力と強い意志｣の授業を受けた後，
二重跳びの練習を自主的に始めたYさん
の道徳ノート(２年生)
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　道徳の宿題というのはあまり聞いたことがないかもし
れません。確かに無理やり道徳的な行動を取らせるのは
あまりよい印象ではないですよね。けれど，やってみな
いと分からないことがあるのも事実です。
　子どもたちの背中を押すためにも，｢家で○○をして
くる｣という宿題を与えることがあってもよいのではな
いかと思うのです。

家庭学習を意図して宿題を出す

　家庭で行う課題として，子どもたちにどんなことを，
どのように投げかければよいでしょうか。例えば，道徳
の授業があった日は，その日のテーマを家族で話し合う
｢道徳家族会議を開こう！｣等もよいでしょう。また， 
ノートに書くときは，時間をかけて自分の言葉で書くよ
うに促すことも大事です。
　そのような，授業後の自主的な学びを始める子どもた
ちの背中を押すような投げかけや，家庭との連携が求め
られています。

家庭との連携

家庭に出した課題
(例)

生命尊重の授業の後，
｢夏休み中に，支えられて
いる命を探してみよう！｣

　命の授業後，小児科医師の話を聞く学習活動を行い，
思考を深めていったSさんの道徳ノート(５年生)

　子どもたちが，
｢もっと考えたい！｣
と思うような授業
をしましょう。

　なるべく自由度を
上げ，子どもたちの
発想を生かしてレイ
アウトさせましょう。

　授業後の発展学
習を示唆したり，
何かアクションを
起こした子どもの
活動を意味付けし
たりしましょう。

　学級通信などで紹介
するとよいでしょう。

夏休み明けに提出された道徳ノート（４年生）夏休み明けに提出された道徳ノート（４年生）
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